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「大
阪
の
宝
石
会
社
社
長
」
の
名

刺
を
持
つ
年
配
の
男
性
が
町
役
場
に

現
れ
た
の
は
、
三
年
前
の
春
。
ワ
ー

プ
ロ
打
ち
の

一総
合
企
画
申
合
書
」

を
町
長
に
提
出
し
た
。

廃
棄
物
処
理
を
拒
否

社
長
が
す
で
に
取
得
し
て
い
る
鉱

業
権
を
利
用
し
、
周
辺
の
山
を
開
発

し
た
い
と
い
う
内
容
だ
っ
た
。
書
類

の

一
部
に

「
無
公
害
の

『
核
廃
棄

物
』
の
格
納
に
よ
り
、
電
力
界
よ
り

０
し
Ｉ
〓
ち
ｔ
資
が
期
待
で
き
る

一

一
と
ぁ
っ
た
。
署
名
を
求
め
ら
れ
た
町
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雌

昭

ｍ
Щ

長
は

「
な
ん
の
こ
と
か
わ
か
ら
ん
」

ベ
ル
放
射
性
鷹
棄
物
の
机
一分
場
は
、

岡
山
県
に
。
政
府
、
産
業
界
市
輌
、

遣
■
に
伴
う̈
高
帰
化
．
三
十
億
日

ｔ
の
は
る

‐―ＩＪ
財
政
の
借
金
．
有
史
以

来
大
き
な
地
震
の
記
録
も
な
い
な

ど
、
■
西
――――
が
原
子
方
施
設
建
設
の

性
神
地
に
な
る
条
件
爾
そ
ろ
っ
て
い

た
．

‐１１∫
●
有
力
者
が
７
城
県
東
海
村

の
核
燃
Ｈ
■
一処
理
ザ
・一
ン
ト
を
見
学

し
て
い
た
こ
と
も
、
の
ち
に
明
る
み

に
出
た
。
誘
致
派
も
生
ま
れ
た
。

た
が
、

ｌｌｉＪ
民
の
不
安
は
強
く
、
こ

と
し
二
月
に
は
町
民
の
七
割
、
二
千

四
百
六
十
二
人
の
二
対
署
名
が
集
ま

っ
た
。
二
月
、
町
丘
は
町
議
会
に
非

核
宣
〓
を
提
案
し
、
可
決
さ
れ
た
。

■
言
に
は

「核
壺
ｔ
物
の
持
ち
込

み
を
、
現
在
及
び
一
来
に
わ
た
り
拒

非
核
宣
言
　
一
九
五
四
年
の
第
五

福
竜
丸
喜
作
後
盛
り
上
が
っ
た
原
水

爆
楽
――，
運
動
の
中
、
五
八
年
に
愛
知

県
半
田
市
議
会
が
初
め
て
決
議
。
六

Ｃ
年
ま
で
に
神
奈
川
県
鎌
倉
市
な
ど

五
市
町
が
続
い
た
。
欧
州
五
カ
国
に

パ
ー
シ
ン
グ
Ｊ
型
ミ
サ
イ
ル
配
備
が

決
ま
り
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
が
登
場
し

否
す
る

一
と
明
記
さ
れ
た
っ
二
年
前

の

「井
核

・
平
和
の
町
笙
言
」
に
続

く
、
三
度
日
の
宣
言
だ
っ
た
。

「非
核
三
原
則
の
順
守
」
を
中
心

と
す
る
非
核
宣
言
は
、
現
在
十

一
府

県
を
含
む
千
三
百
八
十
五
白
治
体
で

行
わ
れ
、
そ
こ
に
住
む
人
「
■
六
六

％
に
の
は
る
。
最
近
は
、
＝
西
町
の

た
八
０
年
前
後
に
も
、
共
マ
じ́
チ
ェ

ス
タ
ー
市
が

「
欧
州
に
非
核
地
帯

を

一
Ｌ
宣
〓
し
た
の
を
は
じ
め
、
西

欧
各
国
や
米
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

な
ど
に
拡
大
し
た
．
日
本
で
の
宣
言

自
治
体
を
は
、
八
三
年
に
は
百
四
十

五
だ

っ
た
が
、
八
六
年
に
千
を
超
え

た
．

よ
う
に
、
地
元
独
自
の
具
体
的
な
円

的
を
持
つ
例
も
日
立
つ
し

岡
山
県
奈
義
町

「核
兵
器
の
配
備
訓

練
、
空
中
輸
送
、
核
部
隊
の
通
過
も

許
さ
な
ｔ、
」

原
発
用
核
燃
料
輸
送
車
の
市
内
通

遇
が
明
ら
か
に
な
っ
た
福
岡
県
筑
後

市

「軍
事
用
途
以
外
の
核
物
質
は
、

議
会
お
よ
び
自
治
体
の
許
可
な
し
に

は
、
通
過
さ
せ
な
い
」

非
核
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
取

り
組
む
法
政
大
の
西
田
勝
教
授
は

鬱 中

と
断

っ
た

。

中
国
山
地
の
は

ば
真
ん
中

、
同
山

県

阿

哲

郡

哲

西

（
て

つ

せ

い

）

町
。
社
長
訪
門
の

直
後
、
東
京

の
電

リーリ
業
琴
紙
が
報
じ
た
。

一核
燃
料
再
処
理
で
で
き
る
高
レ

建
設
の
腹
出
ま
る
。
総
■
て
箸
円
●

億
円
‐
…
一

繹
又
晰
炒~褥 ~

み
屹
囃
颯
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鑢
方
に
危
機
感

強
ま
る
独
自
色

ソ
連

を

に

ら

む

北

海

道

利

尻

町

一
い
か

な

る

国

の

い

か

な

る
核

兵

肝
、
核
部
隊

（
及
び
疑
い
の
あ
る
も

の
一
の
配
備

、
貯
蔵

、
通
辿
、
航
行

を
”
●

す
る

一

白
竹
け

日
本
原
“
習
場
を
抱
え
る

「
宣
言
の
根
底
に
は
政
府
が

『
国

是
』
と
繰
り
返
す
非
核
三
原
則
へ
の

根
深
い
不
信
感
が
あ
る
。
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
事
故
以
後
は
、
不
信
の
日
は

原
子
力
政
策
に
も
向
け
ら
れ
て
い

る
」
と
分
析
す
る
。


